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理論生成を目的とする GTA の有用性に着目し、Glaser,	B.	G. と Anselm,	L.S. による、こ
の方法開発の経緯、GTA が備えるべき４つの内容特性、その評価基準についての整理や
各研究者による GTA 手法の違いの比較、日本における適用の頻度についての文献研究を
行った。その結果、本研究の面接調査の分析に Glaser 版 GTA を用いることが結論された。
4
その理由として、新山院生は、一般に GTA は他の研究法に比べ臨床に応用されやすい理







































































































新山院生は、この研究をまとめるに当たって、指導を受け Glaser 版の Grounded	
Theory	Approach を用いた。Glaser 版の GTA を用いた論文は日本ではいまだ少なく、本
論文はその１例として意義あるものである。
一方、本論文では研修における人材養成について肯定的な評価が得られたものの追跡期
間が十分とは言えず、また実際の臨床場面で脳卒中患者のライフスタイル再編成がどのよ
うに改善したかまでは追跡されていない。これらは今後の課題である。また、本研究の重
要な成果である肯定的関心の臨床的意義が広く承認されるためには、なお継続した研究と
実践の積み重ねが必要となると考えられる。
しかし、上記のような点は、これまで論じてきた本論文の価値を損なうものではなく、
審査委員会は全会一致をもって、本論文が本学博士（社会福祉学）（甲）の学位に値する
ものと判断する。
【審査結果】
新山真奈美氏による学位請求論文の研究目的、方法、結果、考察について審査した結果、
若干の課題は残すものの、研究テーマと得られた結果に社会的意義や臨床的価値が見いだ
され、その結論を導くに至る論文の論理的構成、おのおのの章で行われた調査・研究の実
施方法、得られた成果と考察のいずれも、博士の学位請求論文として認められる水準に達
しており、福祉社会デザイン研究科（ヒューマンデザイン専攻）の博士学位審査基準に照
らし妥当な内容であることが認められる。
以上、所定の試験結果と論文評価に基づき、新山真奈美氏による学位請求論文は、本学
博士（社会福祉学）（甲）の学位を授与するにふさわしいものと判断する。
